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	ｇ達成値
	
	
	
	イ
	ロ
	ハ
	
	

	主体的・対話的で深い学び　　　カリキュラム・マネジメント　　社会に開かれた教育課程　　　生きる力の育成
	学習の個性化と協働的な学びの充実
	総合的な学習の時間の
充実
【教育研究部】
	・様々な体験から得た生徒の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ、生徒一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供する。
	（生徒質問紙）
「総合的な学習の時間では、友だちと話し合うなどして、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか。」肯定的回答の割合
	８５％以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	特設授業「まなびスペシャル」の充実
【教育研究部】
	・本物（専門家）との出会いで社会を意識し、自らの生き方を見つめる学びを推進する。（３回/年間）
	（生徒質問紙）
「『まなびスペシャル』は、自らの生き方や、自分自身を見つめる機会となりましたか。」肯定的回答の割合
	８０％以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	異文化間交流活動の充実
【教務部】
	・アートマイル活動等の多様な国の人々との交流を通し、国を超えて理解し合い、協力し、世界平和を実現する教育を推進する。
	（生徒質問紙）
「外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知りたいと思ったりしますか。」肯定的な回答の割合
	８０％以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	生徒の自治的な活動の
充実
【生徒指導部】
	・生徒会行事や体育大会、まなびの発表会は、生徒が主体となって成功を目指し、多くの生徒と共に感動を味わいながら企画・運営を実践的に学ぶ教育を推進する。
	[bookmark: _Hlk132807232]（生徒質問紙）
「学校がより良い学校になるために活動したいと思いますか。」肯定的回答の割合
	80％
以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	指導の個別化と協働的な学びの充実
	学びの選択肢のある授業の充実【教育研究部】
	・生徒一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材等の柔軟な提供・設定を行う。
	（学力調査）
通過率が全国平均以上の生徒の割合
	５５％以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	単元内自由進度学習に係る研究推進と実施
【教育研究部】
	・単元開始時に自らの全体の学習計画を立て、プリントやICT等により自立的な個別学習を行うことを通して、自らの学びをモニターしながら、メタ認知や学習を調整する力を育成する。
	（生徒質問紙）
「授業では、自分に合った学習活動や学習課題を選ぶことができますか。」肯定的回答の割合
	８０％以上
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	「まなびChallenge」の充実
【教務部】
	・週に４回程度、漢字を学習する時間を１０分間設定し、１１月の日本漢字能力検定において自らが希望する級への合格を目指す。
	（日本漢字能力検定）
自らが希望した級への合格者の割合
	７５％
以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	・毎週水曜日に算数を復習する時間を設定し、分数・小数・割合の計算問題に取り組むことで、基礎的な学力を向上させる。
	（評価問題）
各学期に実施する評価問題の全体通過率
	７５％
以上
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	深い生徒理解と良質な集団づくりを通した安心・安全な風土の醸成
【生徒指導部】
	・日常の観察による深い生徒理解や、学校行事、学年・学級内での取り組みを通して、生徒が安心・安全に生活できる環境を整える。
	（生徒質問紙）
「普段から安心して学校生活を送れていますか。」肯定的回答の割合
	70％以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	子供と向き合う時間の確保
	業務改善・働き方改革の推進
	勤務時間外在校時間の縮減
【総務部】
	・自らの全体の業務内容を把握し、優先順位を決めて取り組むことで、勤務時間外の在校時間を縮減する。
・生み出された時間で生徒と向き合う時間につなげる。
	（入校退校時刻記録）
一か月の勤務時間外の在校時間45時以下の職員の割合

	60%以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	最上位目標・指標
	全方策による
	生徒質問紙「学校へ行くのは楽しいです。」
	100%
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	【自己評価】
Ａ：１００％（目標達成）　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　 Ｄ：（できていない）＜６０
	【外部評価】
イ：自己評価は適正である。　　ロ：自己評価は適正でない。
ハ：わからない
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